
プロティノスの
「有のかなたのものは直知しないこと、および第一義的に直知するものは何
か、そして第二義的に直知する者は何かということについて」V-6-(24)

1
或るものが他の
ものを直知する
ことと、自分で
自分を直知する
こととは区別さ
えるべきである

後者は<二であ
ること>をすでに
かなりよく回避
しているが、他
方前者は、これ
もまた欲しては
いるのだが、後
者ほどにはでき
ないのである

3 なぜなら前者
は、見る対象を
自分のもとにも
ってはいるのだ
が、それにもか
かわらず自身は
それとは別のも
のなのである

5�ところが後者
は、実体におい
て分離していな
いで、自己とと
もにあって、自
己を見ているの
である

6�だから、
それは一つ
のものであ
りつつ、（主
体と客体
の）両者と
なるのであ
る

7�それゆえ後者
は、もっている
ので、より多く
直治するのであ
るし、また第一
義的に直治する
のである

7�なぜなら
直知するも
のは、一に
して二であ
るのでなけ
ればならな
いのだから

8�なぜなら、も
し一方それが一
つのものではな
いとすれば、直
知するものと直
知される者とは
別々のものであ
るだろう

9�とすると、
それは第一
義的に直治
するもので
はありえな
いだろう

9�なぜなら、他
者を対象として
直治するもの
は、第一義的に
直知するもので
はないだろうか
ら

10�というのは、
そのようなもの
は直治する対象
を自己の一部
分としてはもっ
ていないわけ
で、したがって
また、自己を直
知することにも
ならないから

11�またそうで
なくて、そのも
のが、本来の意
味で直知するた
めに、自己をも
つのだとすれば
二つが一つであ
るだろう

11�かくし
て、両者は
どうしても一
つでなけれ
ばならない

13�またもし他
方、それが一つ
のものではある
が、もはや二つ
のものでないと
すれば、それは
直知するための
何らの対象をも
もたないことに
なるだろう

13�したがっ
て、それは
直知するも
のですらな
いだろう

13�だから、
それが単一
であって単
一でないこ
とが必要な
のである

神が自身
を直知する
かという設
問が矛盾
を導くなら
ば、神を否
定するこた
ができる

14�しかし、もしか
すると、魂から上へ
昇って行くことによ
って、それが以上の
ような性質のもので
あることを人はより
よく理解しうるかも
知れない

人間の直
知界への
上昇の動
機となる

15�というのは、
このばあいには
区別することが
容易なので、そ
の二重性を人
は比較的容易
に見てとること
ができようから

17�さて、そこでもし人が二重
の光を想定して、劣るほうの光
を魂として、より清らかな光を
魂の直知対象として考え、その
後で、見る光も見られる光と等
しくなったと想像するならば、も
はやその人は何らの差異によっ
てもこの二つの光を区別するこ
とができないので、この二つを
一つのものとして考えるだろう

20�元来二つで
あったことは彼
に分っているの
だが、すでに一
つであるものを
眼前に見ている
のだから

21�以上のよう
にして、人は直
知するものと直
知されるものと
（の関係）を把
握することがで
きるであろう

22�ただし、われわ
れはこの論において
二つのものから一つ
のものを作り出した
のであるが、事実に
おいては逆に、一つ
の者から二つのも
のが生じるのである

魂の上昇
によって、
劣っていた
魂が浄化
されるので
あるから

23�というの
は、一つの
ものが直知
することによ
って、自己
を二つのも
のとするか
らである

24�いやむしろ、
このものは直知
するゆえに二つ
の者であり，しか
もまた自己を
（直知する）ゆえ
に一つのものな
のである

一者が自己を
直知することに
よって、英知を
生んだ、という
ようにも考えら
れる（この後で
否定されるの
だが）

その後、一
者は静止
しているの
である

2
さてそこで、もし或るものは
第一義的に直知するもので
あるが、別の或るものはす
でにちがってふうに直知す
るものであるとすrば、第一
義的に直知するもののかな
たのものは、もはや直知し
ないであろう

一者は時
間には規
定されない

3�なぜなら、かのものが直
知するためには、かのもの
は英知とならねばならない
だろうが、しかし英知である
ならば、直知対象をもたね
ばならないし、また第一義
的に直知するのであれば、
直知対象を自己の内にもた
ねばならないだろうから

5�なお、直知さ
れるものがすべ
て、直知するも
のを自己の内に
もっていて直知
するということは
必然でない

6�なぜなら、かのも
のは単に直知され
るものであるばかり
か、直知するもので
もあるだろうし、ま
た二つのものである
ので、第一のもので
はないことになるだ
ろうから

8�さらにまた英
知にしても、英
知は直知対象
をもつものであ
るから、もし純
粋に直知対象
である実有が存
在しないならば

ーーこのものは
英知に対しては
直知対象である
が、それ自身と
しては直知する
ものでもなく、
本来の意味で
の直知対象でも
ないのだがーー

存立し
えない
であろう

10�というのも、直知さ
れるものは他者にとって
（直知対象として）ある
のであり、また英知は、
それが直知するところ
の直知対象をつかま
え、捕捉するのでなけ
れば、その直知しようと
する作用が空を打つも
のとなるだろうから

12�なぜな
ら、英知が
直知される
ものなしに
直知する
（作用を）も
つことはで
きないから

13�では、
（直知するも
のは）直知
対象をもつ
時に完全な
ものとなる
のか

14�いや、そ
れは直知す
る以前に、
自己の有性
によって完
全でなけれ
ばならなか
ったのだ

14�したがっ
て、完全性
をそなえた
ものは、直
知される以
前にそれ
（完全）であ
るだろう

15�とする
と、直知す
ることは、か
のものには
全然必要で
ないのだ

16�なぜな
ら、それ以
前にかのも
のは自分だ
けで満ち足
りているの
だから

17�それゆ
え、かのも
のは直知し
ないだろう

17�かくし
て、或るも
のは直知せ
ず、或るも
のは第一義
的に直治
し、或るもの
は第二義的
に直知する
だろう

18�さらにも
し第一位の
ものが直知
するならば、
何かがかの
ものにそな
わることに
なるだろう

18�したがってそれ
は第一位のもので
はなくて第二位でも
あり、一つではなく
てすでに多であり、
それが直知する限
りのすべてのもので
あるだろう

20�というの
は自己自身
だけを直知
するのであ
っても、それ
は多となる
だろうから

3
しかし、もし人びと
が、同じものが多で
あっても何らさしつ
かえない、と主張す
るのであれば、この
多の下に一が横た
わっていることにな
るだろう

なぜなら、
多は一がな
ければあり
えないから
だ

つまり、多が
そこから由
来する、あ
るいはそれ
の内にある
ところの一
が、である

2�あるいは
一般に、一
があって、こ
れが他のす
べてのもの
よりもまず
第一に数え
られることが
必要である

4�そしてこ
の一は、そ
れだけで独
立して存在
すると考え
ねばならな
い

5�しかし、こ
の一は他の
ものたちと
一緒にある
のだろいう
のならば、
人はそれを
他のものた
ちと一緒に
束ねて

ーーとはい
え、それは
やはり他の
ものたちと
は異なるの
だがーー

他のものたちと一緒
にある以上は、それ
を放っておいて、他
のものたちの下に
横たわるかのもの
を、もはや他のもの
と一緒にしてではな
く、自立しているも
のとして求めねば
ならない

8�なぜなら、他のも
のたちの内でそれ
であるものは、かの
ものに似ていること
はできるだろうが、
かのものそのもの
ではありえないだろ
うから

10�否、かのも
のが他のものた
ちの内にも見ら
れるためには、
かのものは単独
で存在していな
ければならない
のだ

11�ただし、か
のものの<有る
>は他のものた
ちと合同で成り
立っているの
だ、とだれかが
主張するのであ
れば、話は別で
ある

13�しかし、この
ばあいには、か
のもの自身も単
一なものではな
いだろうし、また
多くのものから
成り立つものも
存在できないだ
ろう

14�なぜなら、それ
自身が単一であり
えないものは（自分
だけでは）存立しな
いだろうし、また多く
のものから成り立つ
ものも、単一なもの
がないならば、これ
もまた存在しないだ
ろうから

15�というのは、何
か一つの単一なも
のがそれ自身で存
立しているのでない
限り、それぞれのも
のが単一なものとし
て存在することはで
きないので

ーーそして、これら
のうちの何ものもそ
れ自身では存立し
えないとすれば、こ
れらはそもそも有ら
ぬのだから、自己を
他者とともにあらし
めることもできない
のでーー

どうして多
から成り立
つものが、
すべてのも
のから成り
立つ複合体
であえりえ
ようか

21�そのような
ものは、ありおし
ないものから、
つまり何かでな
いものからでは
なく、全くないも
のから成り立っ
ているというわ
けなのだから

23�したがって、
もし何かが多で
あるならば、こ
の多なるものの
前に一があるに
ちがいない

23�だから、直
治する者には多
がそなわってい
るとすれば、多
でない者の内に
は、直知する
（働き）があって
はならないわけ
だ

24�ところ
で、これは
第一位の者
であった

25�したがっ
て、直知す
る（働き）と
英知は、こ
れよりも後
の者の内に
あることとな
るだろう

4
さらに、もし善そ
のものは単一で
無欠乏でなけ
ればならぬとす
れば、善自身は
直知することを
も必要としない
だろう

そして、かのも
のが必要としな
いものは、かの
もののもとには
存在しないだろ
う

2�そして、
かのものが
必要としな
いものは、
かのものの
もとには存
在しないだ
ろう

2�それにま
た、そもそも
かのものの
もとには、お
よそ何も存
在していな
いのだから

3�したがっ
て、直知す
る（働き）
は、かのも
ののもとに
は存在しな
いのだ

4�そして、
かのものが
何ものをも
直知しない
のは、いか
なる他者も
存在しない
からだ

5�さらに、英
知は善その
ものとは別
のものであ
る

5�なぜな
ら、英知は
善そのもの
を直知する
ことによって
善的である
のだから

7�さらに、あたかも（数）
二の内に一と他のもの
とがあるばあいに、他者
とともにあるこの一が一
自身であることはでき
ないで、他者とともにあ
る一の前に独立した一
があるにちがいないよう
に、

そのようにま
た、他者ととも
に内在する単一
なものがあるば
あいにも、あの
もの（善）が、そ
れ自体で単一
なものとして

ーー他者ととも
にある単一なも
のがもつ何もの
をも自己の内に
含まないでーー

存在し
ていな
ければ
ならない

11�なぜな
ら、或るもの
(A)の内に
或るもの(B)
がどこから
やって来る
だろうか

12�かのもの
(B)がそこから
由来するところ
のもの(B')が、
もっと前に、離
れて存在してい
るのでないなら
ば

13�というのも、単
一なものは他者か
ら派生することはで
きないだろうが、多
あるいは二であるも
のは、それ自身も他
者に依存しているに
ちがいないのだから

15�だから、その一
つは光に、次のもの
は太陽に、そして第
三のもの（魂）は光
を太陽から供給さ
れる月という星にも
たとえられるべきで
ある

16�というのは、
魂は英知を外
からもたらされ
たものとしても
っており、これが
魂を彩って英知
的なものにして
いるのである

17�他方、英知
自身は、固有の
ものとしてもっ
てはいるが、純
然たる光である
のではなく、そ
の本質がくまな
く、光に照らされ
ているものであ
る

19だが、英知に光を提
供するものは、何か他
のものであるのではな
くて、純然たる光であ
り、これ（英知）に対し
て、これが現にそれで
あるところのものである
ための力を提供してい
るのである

20�とする
と、そのよう
なものそれ
自身が、ど
うして何か
を必要とす
るだろうか

21�というの
も、それ自
身は、他者
の内にある
ものと同じ
ものではな
いのだから

22�なぜな
ら、他者の
内にあるも
のは、それ
自体である
ものとは異
なるのだか
ら

5
さらに、多様
なものは自
己自身を求
めるだろう

そして自己
へ傾くこと、
自己を知覚
することを
求めるだろ
う

2�他方、全
く一であるも
のが、自己
を求めてど
こへ行くだ
ろうか

2�いかなる
ばあいに自
己知覚を必
要とするだ
ろうか

4�そして、
自己知覚を
超えている
ものは、ま
たあらゆる
直知をも超
えているの
である

5�というのも、
直治するは、有
るという点でも
貴重だという点
でも、第一のも
のではなくて、
第二位であり、
生まれたもので
ある

6 というのは、
善がまず存在
せしめ、それか
らこの生じたも
のを自己のほう
へ動かしたので
あり、後者は動
かされて善を見
たのである

9�そし
てこれ
が、直
治すると
いうこと
なのだ

9�つまり、善
を希求し
て、かのも
のへ向かっ
て動くことが

9�なぜな
ら、希求が
直知を産み
出したので
あり、自己と
ともに直知
をも存在せ
しめたのだ
から

10�というの
は、見るとい
う働きは、見
ることを希
求すること
だからであ
る

12�だから、
善それ自身
は、何もの
をも直知し
てはならな
いのである

12�なぜな
ら、善はそ
れ自身と別
のものでは
ないからで
ある

13�というのは、善と異なる
ものがかのものを直知する
時でも、それが善のような
ものとなり、善に似た姿をも
つことによって直知するの
であり、善のようになり、自
己に好ましいものとなり、そ
していわば善の外見をもつ
ことによって、直知するから
である

16�そして、そ
れが常にそのよ
うな状態にある
のであれば、常
にそうしている
わけだ

17�なぜなら、
それは、かのも
のを直知するこ
とにおいて、付
帯的に自己を直
知するのだから

18�そして、
すべてのも
のの活動
は、善へ向
かっている
のである

6
以上のことが正
しく言われてい
るとすれば、善
が直知する余
地は全くないこ
とになるだろう

なぜなら、
直知者にと
って、善は
別のもので
なくてなくて
はならない
のだから

4�したがっ
て、善は活
動しないも
のである

4�また実
際、エネル
ゲイア（活
動）がなぜ
活動する必
要があるだ
ろうか

4�なぜな
ら、一般にい
かなる活動
も、それがさ
らに活動を
もつことは
ないのだか
ら

5�またたとえ、その他のーー他者
に向かうーー活動には、人びとが活
動を帰することが可能であるとして
も、その他すべての活動がそれに
依存するところの、すべての活動の
うちで第一のものだけには、もはや
これには何も付け足さないで、ある
がままのもおとして、これを残して
おかねばならない

8�とすると、
このような、
意味での活
動は直知で
はない

8�なぜな
ら、それは、
それが直知
すべきもの
をもってい
ないのだか
ら

9�なぜな
ら、それは
それ自身が
第一のもの
なのだから

10�それに
また、ノエー
シス（直知）
にしても直
知するわけ
ではなくて、
直知（作用）
をもつもの
が直知する
のだ

10�したがっ
て、この点
からしても
やはり、直
知するもの
の内には、
二つのもの
が生じる

11�他方、
かのもの
は、いかな
る意味でも
二つのもの
ではない

12�そして、人はこのこ
とをもっとはっきりと見
てとることができるであ
ろう、もしすべてにおい
て、直知するものがこ
の二重性においてより
明瞭に現れているのは
どうしてかということを、
人が把握するならば

14�われわれは、諸有
である限りでの諸有
が、それぞれのもの自
体が、つまり真実の意
味で有るものが、直知
される場所に存在する
と主張しているが、

その理由は単に、
一方が本質におい
て不変のままとどま
り、他方の、感覚さ
れる限りのものは流
動し、とどまらない
からというだけでは
なくて

ーーというの
は、おそらく
は感覚され
る領域に
も、とどまる
ものはある
だろうからー
ー

それよりも
むしろ、か
の所のもの
は、自己の
<有る>の完
成を、自己
自身のもと
から得てい
るからであ
る

19�なぜなら、
第一義的にウー
シアー（実有）と
呼ばれるもの
は、<有る>の影
であるはずはな
く、充実した<有
る>をもっている
にちがいない

20�ところで、<
有る>が充実す
るのは、それが
<直知する>お
よび<生きてい
る>と<有る>と
が一緒にあるわ
けだ

21�したがって、
有るものの内に
は、<直知する>
と生きている>と
<有る>とが一
緒にあるわけだ

22�したがって、
もしそれが有る
ものであれば、
英知でもある
し、また、もし英
知であるなら
ば、有るもので
もある

23�そして、
<直知する>
は多であっ
て、一では
ない

24�それゆ
えに、このよ
うな性質の
ものでない
ものには、
必然に、<
直知する>
ということも
帰属しない
わけだ

25�さらにまた、
われわれが個
別に順次見てゆ
くばあいにも、人
間と人間の直
知、馬の直知と
馬、正義の直知
と正義が（一緒
に現れるだろう）

26�だから、
あらゆるも
のは二重の
ものであり、
一つが二つ
であり、また
逆に二つが
一つに帰す
るのである

27�他方、かの者
は、これらのものに
は属さないで、これ
らのそれぞれでも
なく、これらすべて
の二つから成り立つ
のでもなく、またそ
もそもいかなる二つ
でもなくて

ーーなお、どうし
て二つであるも
のが一者から生
まれたかは、他
の個所で（説明
された）ーー

むしろ実有
のかなたに
あるものは、
また直知の
かなたにあ
るにちがい
ない

31�したがっ
て、かのも
のが自分自
身を知らな
いとしても、
この点もお
かしくはな
い

31�なぜな
ら、かの者
はただひと
りの者であ
るので、学
ぶべきもの
を自己のも
とにもたな
いのである

32�のみな
らず、かのも
のは他のも
のたちをも
知らないに
ちがいない

33�というの
は、かのも
のは彼ら
に、彼らを知
ることより
も、より価値
があり、より
偉大なもの
を恵与する
のだから

34�そもそ
も、かのも
のは、他の
ものたちの
善であった

35�だから、
かのものは
むしろ彼ら
が可能な限
りかのもの
に触れるこ
とを終始変
わらず許す
のである

直知するこ
とを許す、
と考えてよ
いのか

許すという
ことは、か
のものは意
志を持って
いるのだろ
うか


